
  

 

 

 

 

【学校運営協議会委員】 

１ 埼玉県聴覚障害者協会役員 

２ ＰＴＡ会長 

３ 第一住宅坂戸団地自治会長 

４ 校長 

５ 東京成徳大学深谷高等学校顧問 元本校第１７代校長 

６ 坂戸市立坂戸小学校長 

７ 坂戸市福祉部障害者福祉課長 

８ 菱信データ株式会社代表取締役社長 

第一住宅坂戸団地自治会長の代理として、事務局長に出席していただきました。 

 

 ６月２３日（金）に第１回学校運営協議会・学校評価懇話会を実施しました。今年度初めて設置し

た学校運営協議会では、委員の皆様と「令和５年度における地域との連携について」をテーマに協議

を行いました。今後、学校運営をすすめる上で具体的かつ貴重なご意見を多数いただくことができま

した。また、学校評価懇話会では、生徒会で決めたテーマをもとに生徒会代表が発表を行い、委員の

皆様から生徒たちに対し、熱いメッセージをいただきました。 

第１回学校運営協議会・学校評価懇話会の報告 

学校運営協議会協議事項「令和５年度における地域との連携について」 

 テーマに基づき、３つのグループに分かれて協議を行いました。 

 

１グループ  ～地域への手話の普及に向けて～ 

〇手話言語施策推進 

・坂戸市では手話講座を３ステップで開催しており、手話を知ってもらう機会になっている。 

・手話について、子どもの頃から体験する、広く知ってもらうとよいという意見が多い。坂戸

児童センターなどで小さい時から手話言語にふれ、当たり前になるとよい。 

・子どもが小さい時の方が仲良くできた。集まる場がなかったので、イベントでも良いので集

まる場があると暮らしやすくなるのでは。 

・坂戸市では、手話言語の国際デーに合わせて、９月２３日に坂戸駅で手話言語のためのブル

ーライトアップイベントを企画中。一緒に企画していきましょう。１１月中旬にも、出会いの

広場を企画中。生徒の陶芸作品の販売などがあってもよいのでは。 

２グループ  ～地域との活動について～ 

〇坂戸小との坂小まつりでの交流 

・坂戸小学校との交流会では、ＩＣＴ化が進んでいるのに感銘を受けた。話や説明のときに、

テレビに文字化して映し出すなど視覚的な手立てを一つのモデルとして見ることができたこと

はとてもよかった。 

・桑原校長の手話でのあいさつを坂小の子どもたちがじっと見ていたことと、子ども同士の交

流が印象的だった。 

・子どもたちにとっても実際に会って関わることで、自分で気づき生きた体験ができてとても

よかった。 

 

 

 



 

〇第一住宅夏祭り、盆踊り 

・コロナがあって、３年ぶりの開催となる。太鼓発表は生徒たちにも自信や励みになると思う

ので私たちも楽しみにしている。交流というところでは、サークル活動も自治会でやっていて

いろいろある。絵手紙サークルと児童生徒たちとの交流もできるのではないか。 

３グループ  ～地域との連携について～ 

〇元本校校長と高等学校長の経験から本校への提言 

・これからは、「主体的・対話的で深い学び」を一層進めなければならない。ろう学校は昔に

比べ情報保障がより進んでいて大変良いと思った。ただ日本語が読めないとＵＤトーク（音声

認識表示装置）も活用できない。基礎的な学力がついていないと地域の学校で学ぶのはまだ難

しい面がある。 

〇企業からみたろう学園に求めること（日々の指導について、進路担当に求めること） 

・ろう学園では、ずっと同じ環境で過ごしているため、外からの刺激が少ない。今後は、いろ

いろな環境に触れ、中高の時期に「自分で考えなければならない環境を作る」ことを積極的に

してほしい。 

・就職後、会社に入った後の方が学生時代より長くなる。会社では業務遂行が主で、人となり

を変えるところまでは時間を割けないシステムとなっている。「どんな会社なのか？」という

生徒のイメージと会社の求める姿をマッチングしておくことが大切である。社会に出てからの

姿をイメージして指導してほしい。 

学校懇話評価会 テーマ「自己責任を持って積極的に行動しよう！」 

 自己責任の意味とは、社会に出たときに責任を持って行動する必要があるから、社会に出た

ときに積極的に行動する、意見を言えることが大切だと考えました。生徒会では今回のテーマ

を設定し、生徒たちの意見を聞いて、委員の皆様からアドバイスをいただきました。 

 

・坂戸小に筑波大学附属坂戸高校の生徒をボランティアとして受け入れている。同年代の生徒

の取組を参考にしてみるのもよいと思う。 

・今、求められているものとして基礎的な学力は必要である。社会でも主体的、対話的で深い

学び、自分から学ぶことや助け合いながら学ぶことが大切である。 

・何事も一生懸命に取り組んでほしい。そのことを生徒たちに伝えたい。 

・初めて経験する仕事は、いつでも緊張する。生徒の皆さんには、いろいろなことを経験、体

験してほしい。それが安心につながる。先生にアドバイスをもらいながらがんばってほしい。 

・本当に生徒たちだけでまとめあげた内容なのか？生徒たちだけで作成したものとわかり、素

晴らしい内容であった。親として坂戸ろう学園に入れてよかったと思う。 

・年をとると失敗しにくくなってしまう。若い時は失敗した方がいい。失敗した時に何で失敗

したかなど考え、受け止め、反省できるかが重要。 

委員の皆様、学校運営に関すること、生徒たちへのアドバイス、本当にありがとうございまし

た。今回協議した内容を、さらに深められるようにしていきたいと思います。第２回学校運営

協議会は、１０月１３日（金）に開催予定です。 


